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ThoughROmeoa"deﾉMietisgenerallyregardedasatragedyofdestinyratherthan
characters,manycriticsdiscusstherelationshipsbetweenthelovers'charactersandtheir
tragicdeaths.Forexample,DickeyattributesRomeo's"headlongfilryandblinddespair"
tothetragicending・R､S.WhiteandothersthinkthatRomeo'skillingOfTybalttriggers
thetragicaction.UnliketheviewofRomeo,however,fewcriticsdiscusstherelationships
betweenJuliet'scharacterandthetragicending､,BeCauseitisJulietwhoproposes
marriage,drinksmagicpotionwhichcausesapparentdeath,anddiesbystabbingherself
insteadofdrinkingpoison,shehasoftenbeenregardedasmorecourageousandactive
thanRomeo・Butisshereallycourageousandactive？ThispaperdiscussestheJuliet，s
responsibilityfbrthetragicending.
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1°はじめに
MmeOa"deJZzZietの伝統的解釈はRomeoとJulietが基本的には運命の悲劇であり彼ら
を悲劇的運命に駆り立てる最大の要因がVeronaの二名門、Montague家とCapulet家の
怨恨にあるというものである｡PrologueでChorusはRomeoとJulietが"fatalloinsof...
twohes''(5)1から生を受けた"apairofstar-cross'dlovers"(6)であり彼らの恋が
6Cdeath-mark'd"(9)であることを告げる。劇の冒頭ではMontagueとCapuletの召使たち
のけんかが提示される。Julietが"aCapulet''(1.5.116)であることを知った時にRomeo
はG6Mylifeismyfbe'sdebt''(1.5.117)と言うし、RomeoがMontagueであることを知った
時にJulietは"Prodigiousbirthofloveitistome/ThatlmustlovealOathed
enemy'(1.5.139-40)と言う。さらに塀を乗り越えてJulietに会いに来たRomeoを見た時
に彼女は4Gtheplacedeath,consideringwhOthouart,/Ifanyofmykinsmenfindthee
here''(2.2.64-65)と言う。彼女の言葉が大げさでないことはCapuletのパー ティにRomeo
が忍び込んだことを不快に思ったTybaltが後日Romeoに決闘を挑むことで示唆される。
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そして劇の終わりの大公の言葉はRomeoとJulietの死が両家の怨恨によって引き起こさ
れたことを強調する:"Seewhatascourgeislaiduponyourhate"(5.3.291).
とは言え伝統的解釈の他にRomeoとJulietは悲劇の主人公と言うよりも犠牲者である
とする考え方(Franson69-70他)からRomeoとJulietの悲劇的結末の原因を主人公の行
動に求めるものまで多様な解釈が存在する。後者については、R.S.White他の批評家が
RomeoによるTybalt殺しを指摘し(Whitel2-13)､DickeyらはRomeoの"headlongfUry
andblinddespair"(Dickey269)に原因を求めている。Petersonに代表される批評家は、
恋人たちがpassionに駆られた道を逼進することに原因を求めている(Peterson307)。ま
たAlhrはJulietの権威に対する謀反に原因を求めている(Alfarl26)。ただし総じて言え
ば主人公に責任を求める解釈においてもJulietに対する見方はRomeoに対する見方ほど
厳しくない。JulietはRomeoより分別も、勇気も、行動力も備えた女性と解釈される傾
向にある。だがJulietの行動と悲劇的結末の結びつきはpassionに駆られた道を逼進する
ことや権威に対する謀反だけだろうか。本稿ではJulietの行動と悲劇的結末の結びつきに
ついて考察するが、その前にRomeoの行動と悲劇的結末の結びつきについて触れたい。
2.Romeoの行動と悲劇的結末
SnyderはEり"zeoandeﾉizZierは;Cbecomes,ratherthanis,tragic"(Snyder73)であり、
その転換点はMercutioの死にあると指摘する。SnyderによればMontagueとCapletの
間の不和は根深いものというよりも機械的な行動様式であり劇の冒頭でのMontagueと
Capuletの決闘は妻たちに抑えられる程度のものにすぎない。召使たちも戦争や王国の命
運を気遣うよりも結婚の手筈を整えたり台所仕事をしたりする喜劇にふさわしい人物であ
る。しかし軽妙栖脱な喜劇的精神を体現するMercutioが死ぬとこの劇の喜劇的精神も殺
されると主張する。なるほどMercutioの死はそれまで言及されるだけであった死を実際
に劇の中に持ち込む。しかもMerCutioは舞台上で観客の眼前で殺されるからMercutioの
死が衝撃的であることは否めない。
しかしMercutioの死はRomeoが意図したものではない。MercutioはTybaltとの喧嘩
を止めに入ったRomeoの脇の下から刺されて死ぬのである。それに対してTybaltの死は
Mercutioの仇を討ち彼自身の名誉を証明するためにRomeoの方から決闘を申し込んで意
図的にもたらしたものである。捕まったら大公に死刑を宣告されるから逃げるように
Benvolioに促されたときにRomeoは66O,Iamfbrtune'sfbol''(3.1.138)と言う。Romeoの
Tybalt殺しは衝動的なものである。もしMercutioがTybaltに殺されなければRomeoが
Tybaltを殺すことはありえなかったから情状酌量の余地は大いに存在する。実際、大公自
身Romeoに対する罰を死刑から追放に軽減する。しかしだからと言ってRomeoを
"hrtune'shol''と言うのはRomeoの責任を看過することである。追放を宣告されたことを
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知った時にRomeoは"Heavenishere/WhereJulietlives,andeverycatanddog/And
littlemouse,everyunworthything,/Livehereinheavenandmaylookather,/But
Romeomaynot.''(3.3.29-33)と言う。だがTybalt殺しはTybaltに切りかかられたRomeo
が正当防衛のために反撃した時に殺してしまったものではない。友人のMercutioが
RomeoのためにTybaltに殺されてもRomeoが名誉失墜-@6vilesubmission"(3.1.72)－の
そしりを甘受してTybaltに決闘を申し込む代わりに大公にTybaltの非道を訴えることも
できたであろうからだ。
2幕2場のbalconyの場面でJulietが"Romeo,doffthyname,/Andfbrthyname,
whichisnopartofthee,/Takeallmyself'(2.2.47-49)と言うのを聞いたときにRomeoは
"Itaketheeatthyword./Callmebutlove,andl'llbenewbaptis'd:/Hencefbrthlnever
willbeRomeo"(2.2.49-51)と答えた。見つかれば殺される危険を冒してまで塀を乗り越え
てJulietに近づこうとしたことから判断すればRomeoの言葉は本心から出たものであろ
う。しかしRomeoがそう言えたのはRomeoという名前に付随するもの－Montagueの跡
取り息子としての名誉一の重みを知らなかったからである。Mercutioが殺されたときに
Romeoはもう一度Julietが象徴する非暴力的な家庭的な女性的な生き方、換言するなら
IfMontague家の一員としてのRomeoという名前を捨てた生き方をするかMercutioが象
徴する名誉を重んじる暴力的な男性的な生き方、換言するならば名前にこだわった生き方
をするかの選択を迫られて後者を選びなおす(Kahn87,Leggatt329他)｡Julietと交わし
た約束や夫婦としての契りを反故にしてJulietを捨ててMercutioを選んだからRomeo
はJulietが住む"heaven''から追放されるのである。
3.Julietの選択の回避
3.1Parisとの見合いの場としての宴会
一見したところJulietの行動は悲劇的結末と密接な結びつきを持たずJulietはRomeo
よりもよりいっそう宿命の犠牲者のように見える。上述したようにRomeoとJulietの恋
を悲劇に向かわせる引き金を引いたのはRomeoによるTybalt殺しであるが、Romeoと
Julietの恋を悲劇的結末に向かわせるもう一つの大きな推進力はJulietとParisの縁談で
ある｡Tybalt殺しのかどでRomeoが追放に処せられたことを知ったJulietは激烈に嘆く。
娘がRomeoと結婚していることを知らないCapuletは悲嘆の原因をTybaltの死に帰す。
Capuletはかねてから娘とParisとの縁談を進めてきたが娘の気分を悲嘆から晴れやかさ
に向かわせるために縁談を急速に進めて結婚の日取りさえ決めてしまう。母からParisと
の結婚を聞かされたJulietは抵抗するが父の剣幕に勝てない。
ParisはJulietが恋心を抱いたことのない人物であるどころか一度も直には求婚されて
いない人物である。それなのにCapuletは娘の承諾を得る前にParisとの結婚の日取りと
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場所を決めてしまい、Julietには口出しをする余地がない。以上の点からすればParisと
の結婚はRomeoとJulietの恋を悲劇的結末に向かわせる外因でありJuliet自身には責任
がないように思われる。しかしParisとの縁談の進行にJulietは本当に関与していないの
だろうか。娘にParisとの結婚を切り出す時にLadyCapuletは次のように言う：
Well,well,thouhastacarefillfather,child;
Onewhotoputtheefromthyheaviness
Hathsortedoutasuddendayofjoy,
Thatthouexpectsnot,norllook'dnotfbr.(3.5.107-110)
結婚の日取りが急でJulietが承諾もしていないのに決定された縁談が不自然であることは
言うまでもない。しかしこの縁談は本当に"thouexpectsnot,norllook'dnotfbr''なのだ
ろうか。Evansらが指摘するようにBrookeではParisが初めて言及されるのはTybalt
の死後であるが､Shakespeareでは早くも1幕2場で観客の眼前でCapuletとParisの間
で縁談が交わされる(Evans9)｡Capuletはこの時にはJulietの若さ故にそれほど積極的で
はないが、娘が承諾すれば賛成する旨を告げ、その晩Capulet家で開催する宴会にParis
を招待する。一方Julietに対してはLadyCapuletを通してParisから求婚の申し出があ
ったことと今晩Parisも宴会に出席するから彼のことをよく観察するようにとの旨を告げ
る｡LadyCapuletに"CanyoulikeofParis'love?''(1.3.96)と聞かれたときにJulietは"I'll
looktolike,iflookinglikingmove"(1.3.97)と答える。開放条件を伴うJulietの答えは彼
女がParisの求婚を承諾したわけではないことを示す。しかしその一方でJulietがParis
の求婚を承知していることと縁談を進めることに異存はないことをも示唆する。そして1
幕3場はParisが待っていることを告げるLadyCapuletの台詞とJulietがParisと結ば
れることを望むNurseの台詞で終わる：
LadyCapulet: Juliet,theCountystays.
Nurse: Go,girl,seekhappynightstohappydays.(1.3.104-105)
これはCapulet家で開かれる宴会がJulietにとっては実質上Parisとの集団見合いの場で
あることを示唆する。その見合いの場でJulietは両親が期待している青年ではなく別の青
年との恋に落ちてしまうのである。相手の素性を知る前からJulietはその人と結婚できな
いなら死んだ方がマシだとまで思い詰める:"Ifhebemarried,/Mygraveisliketobemy
weddingbed"(1.5.133-34).恋した相手が宿敵Montague家の一人息子だと知ると彼女の
恋が尋常でない生まれ方をした以上その成り行きが平たんではありえないことを強く意識
する:$6Prodigiousbirthofloveitistome/Thatlmustlovealoathed
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enemy'(1.5.139-40)．それと同時にGGmust''の使用は"sonof[her]greatenemy''(1.5.136)
であることを知っても彼女の恋心を抑えることはできないことをも示唆する。
宿敵の息子に恋してしまったJulietがRomeoへの愛を貫くなら大きな重荷を背負わな
くてはならない。親が娘のために思い定めた人物を用意しているときには負荷がかかる。
親が薦める縁談が世間的な目から見た良縁であればあるほどその負荷は増す。大公の親戚
であるParisとの結婚を薦める両親に宿敵の跡取りと結婚したいと申し出るのは多大の勇
気を必要とする。JulietがRomeoへの愛を軽々しく口にすることができないのも道理で
ある。しかしJulietはParisの求婚を受け入れられるかという両親の問いに縁談を進める
ことに異存はないことを示唆する答えをして見合い（宴会）に出席しているのである。
Romeoへの愛が抑えられないほど強いものであることを自覚するなら何故すぐにParisと
の縁談の打ち切りを申し出ないのか。Julietは若さ故に一途ではあるが子供ではない。劇
の早い段階で彼女が他者に心の内を悟られないように言葉を選ぶ才覚を備えていることが
示される。たとえばNurseから一目ぽれした相手の名前を聞き出そうとするときには本命
の男性の他に別の男性2名も加える。そして本命が宿敵の跡取り息子であることを知った
時に思わず口を突いて出た言葉をNurseに聞きとがめられた時にJulietは次のように言
って取り繕う:@dArhyme,Ilearn'devennow/Ofoneldanc'dwithal''(1.5.142-43).言葉
を選び取り繕うすべを身に着けているならRomeoへの恋は伏せておいて別の理由をつけ
てParisとの縁談の打ち切りを申し出ればよいではないか。Parisとの縁談は良縁で両親
とも乗り気だとは言え、まだこの段階ではCapuletは娘が若すぎると思っている:"I｣et
twomoresummerswitherintheirpride/Erewemaythinkherripetobea
bride"(1.2.10-11).LadyCapuletもJulietの意向を尊重し､押し付けてはいないのである。
それなのになぜJulietはそうしないのだろうか。
3.2結婚話を持ち出すJuliet
答えとして考えられることの1つはJulietがRomeoとの恋に夢中になるあまりParis
の求婚を失念していた可能性である。事実、宴会がお開きになったのちもRomeoへの熱
を冷ますことのできないJulietは誰にも聞かれていないと思って窓辺でRomeoへの愛を
口にする。同様にRomeoもJulietへの熱に浮かされて塀を乗り越えてCapuletの庭に飛
び込みJulietの独り言を立ち聞きする。Julietの思いを知るとRomeoが名乗り出て二人
は愛を誓うが、彼らの愛の言葉は何度もNurseがJulietを呼ぶ声に中断される:"Anon,
goodNurse''(2.2.137);@6Icome,anon"(2.2.150);@6Byandbylcome"(2.2.151).Nurseの声
はRomeoとJulietの恋が日常の現実と切り離して存在することはできないことを示唆す
る。Julietが置かれている現実の一つはもちろんRomeoがMontague家の一人息子であ
るから彼との恋の道が平たんではありえないことである。Julietはこの現実については片
時も忘れたことはない。しかしもう一つの現実、すなはちParisの求婚についてはどうだ
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ろうか。JulietはLadyCapuletだけでなくNurseからもParisとの縁談の成立を期待す
る言葉をかけられて宴会に出席したのである。Nurseの言葉はJulietにParisの求婚を思
い出させないのだろうか。
通常JulietはRomeoよりもはるかに現実的で行動力があると考えられている。Romeo
に結婚を提案するのも彼女だし、仮死状態を引き起こす劇薬を飲むのも彼女だし、Romeo
の服毒自殺よりもはるかに壮絶な短剣自殺をするからである。しかし彼らの行動の違いは
彼らの気質の違いだけに由来するのだろうか。JulietがRomeoに結婚を提案する経緯を
たどってみよう。
独り言がRomeoに聞かれてしまったことを知るとJulietはRomeoに彼女の恋を率直に
告げ､二人は愛の言葉を交わす。しかしJulietはRomeoの愛の誓いを受けようとしない。
恋は時間をかけて成熟させるのが良く、出会ってすぐ識に誓いを交わすのはあまりにも性急
で思慮分別に欠くと思うからである。だから次回の出会いを楽しみにして今日はこれまで
にしようと言って別れの挨拶をする：
Well,donotswear.Althoughljoyinthee,
Ihavenojoyofthiscontracttonight:
Itistoorash,toounadvis'd,toosudden,
●●｡●●●●●●●●●●●●●●●｡●。●●●●●●●●●●●●●
Thisbudoflove,bysummer'sripeningbreath,
Mayproveabeauteousflowerwhennextwemeet.
Goodnight,goodnight.(2.2.116-123)
愛の言葉を交わしあったのに誓いの言葉を受けてもらえないのでRomeoは満足を得るこ
とができず別れの挨拶をされても窓辺からなかなか去ろうとしない｡Juliet自身もRomeo
から離れがたくGlGoodnight,goodnight"と言った後もRomeoと言葉を交わし続ける。
Julietが、Nurseが呼ぶ声を聞くのは別れの挨拶をした後でなおも言葉を交わし続けてい
るときである。Nurseの呼び声を聞いたときにJulietは"Ihearsomenoisewithin_
Dearlove,adieu."(2.2.136)ともう一度別れの挨拶をする。Romeoに引き下がられて言葉
を交わし続けているがJulietはすでに別れの挨拶をすませているのである。Nurseに呼ば
れたらそれを機にRomeoとの逢瀬を終わりにするのが自然である。しかしJulietは"Dear
love,adieu''と言った後で今度は彼女の方からRomeoを呼び止めるのである:"Staybuta
little,Iwillcomeagain"(2.2.138)．そして言葉通りにすぐ戻ってきたJulietはRomeoに
結婚を切り出すのである。JulietはRomeoにもしあなたが心から私のことを思ってくれ
ていて結婚を考えてくれるなら明日人をやるからいつどこで式を挙げるか知らせて頂戴と
言うのである。彼女が結婚話を切り出している間にも奥で二度までもNurseがJulietを
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呼ぶ声がする。Nurseに呼ばれたJulietは少しの間窓辺から姿を消すが三度姿を現し
Romeoと明日人をやる時間の打ち合わせをした後今度は完全に窓辺から姿を消すのであ
る。
3.3縁談の打ち切りを先送りするJuliet
この場面の半ばで恋は時間をかけて育むもので出会ったその日に誓いの言葉を交わす
のはあまりにも性急で分別に欠けると主張していたJulietが何故30行も隔てないうちに
結婚話を切り出すのだろうか｡Julietが結婚を持ち出すのがNurseに呼ばれた後であるこ
としかもNurseの呼ぶ声を聞いて別れの挨拶を繰り返した後で1行開けただけで気が変わ
ってすぐ戻ってくるから待っててと言い、戻ってきてすぐに結婚話を持ち出すことは
Nurseに呼ばれることがJulietの気持ちの変化を促したことを示唆する。先にNurseの
声はJulietをロマンチックな愛の語らいから日常的な現実的な世界に連れ戻す働きがある
と述べた｡Nurseが思い出させる日常生活の現実はParisの求婚である｡RosalineはRomeo
の片思いの恋人でRomeoのことを歯牙にもかけていなかったのだからRomeoの気が変わ
ればそれまでである。しかしParisはまだ直接Julietの意向を確かめるに至ってはいない
ものの、父を通して正式に求婚をしてきており、事実上の見合いの場まで用意された人物
である。Julietに結婚の意思がなければ縁談の進行を止めなければならないのである。だ
がJulietにとってRomeoと同様に両親の愛も大事である。RomeoがMontagueでなけれ
ば即刻一目惚れした人ができたという明確な理由でParisの求婚を辞退したであろう。し
かし別の理由をつけて断るにしても両親の落胆と引き換えにするには代償が大きすぎる。
しかもRomeoとの関係は宙ぶらりんに過ぎないのである。なるほどRomeoはJulietの気
持ちを知ると愛の言葉を返してくれた。JulietはRomeoの言葉を信じたいと思う。しか
しJulietは恋人の誓いの言葉の虚しさを知っている:"Atlovers'perjuries,/Theysay,
Jovelaughs''(2.2.92-93).だからRomeoの恋が本気かどうかを試したいと思う。恋は時間
をかけて育てるべきものとは思うが、Parisから求婚されているJulietには時間がない。
だから結婚を持ち出したのではないか。
それなのにRomeoが結婚の日取りと場所をNurseに告げ明確な結婚の意思を示した後
もJulietはParisの求婚の辞退を申し出ない。Romeoの返事をなかなか伝えずJulietを
焦らす時にNurseとJulietの間で交わされる会話の中で"Whereisyourmother?''が繰り
返される。
Nurse:Yourlovesayslikeanhonestgentleman,
Andacourteous,andakind,andahandsome,
Andlwarrantavirtuous-I冊eZ℃おyouZ･mo幼ez？
Juliet:リ冊er℃おnvmo幼ez？Why,sheiswithin．
－185－
村上世津子
Whereshouldshebe？Howoddlythourepliest．
"Yourlovesays,likeanhonestgentleman,
‘I価er℃おJ'ozzrmomez?'(2.5.56-62,myemphasis)
"Whereisyourmother?"はもちろんRomeoの返事を待ち焦がれているJulietを焦らすた
めにNurseが関係のない話を持ち出すのに使う言葉である。Julietは話の腰を折りなかな
か結果を教えてくれないNurseにいらだちNurseの言葉を繰り返す｡しかし7行の中で3
度も繰り返されるので"Whereisyourmother?"は観客に印象づけられる｡Parisの求婚を
Julietに伝えたのは母である。そしてJulietは母に縁談の進行に前向きと解釈されうる返
事をしているのである。Romeoの結婚の意思を聞き出そうとする文脈で母の存在に言及す
る言葉が繰り返されることは、もう一つの結婚に関する意思の有無、すなはちJulietに
Parisの求婚を思い出させないのだろうか。Nurseの言葉を繰り返した後でJulietはもう
一度"Come,whatsaysRomeo?''(2.5.66)と聞く。NurseはJulietの質問に質問で答える：
"Haveyougotleavetogotoshrifttoday?''(2.5.67)Julietに"leave''を与えるのはもちろ
ん彼女の両親である。両親の存在を思い出させることによってNurseの問は観客に今一度
Julietが両親から告げられたParisの求婚を保留にしたままでRomeoとの結婚に突き進む
ことの危険性を想起させる。
3.4選択を突きつけられるJuliet
JulietはParisの求婚に対する返事を棚上げにすることによってRomeoの愛と両親の愛
情（＝庇護）の両方を維持してきた。しかしJulietの問題の先送りは長続きしない。それ
どころか最悪のタイミングで二者の選択を突きつけられる。Tybalt殺しでRomeoに追放
の宣告が下された悲しみに打ちひしがれているときにParisとの結婚を強要されるからで
ある。しかしこの期に及んでなおJulietは問題の先送りを試みるのである。LadyCapulet
からParisとの縁談がまとまり今週の木曜日の早朝にSaintPeter'sChurchで式を挙げる
ことに決まったことを告げられた時にJulietは次のように言う。
NowbySaintPeter'sChurch,andPetertoo,
Heshallnotmakemethereajoyfillbride.
●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●
Iwillnotmarryyet・Andwhenldo,Iswear
ItwillbeRomeo,whomyouknowlhate,
RatherthanParis.(3.5.116-123)
この台詞は一見Parisとの結婚に対するJulietの明確な反対の意思表明のように思える。
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しかし細部はJulietが明確な反対意思表明を避けようとしていることを明らかにする。た
とえば117行目の"there''は聞き手に"SaintPeter'sChurch"でなければ良いのかと思わ
せる。また121行目の"Iwillnotmarryyet"は13歳という若さを考えるならJulietはま
だ結婚を受け入れられる年齢に達していないだけなのかもしれないと思わせる。なるほど
121行目から123行目にかけてJulietはParisよりもRomeoを選ぶと言う。しかしRomeo
の説明として"whomyouknowlhate"を付け加え、さらにあくまで未来の話として語る
ことによってJulietがParisとの結婚を受け入れられない本当の理由を母親に悟られない
ように配慮する。その結果Parisとの結婚に明確な拒否反応を示すと言うよりも駄々をこ
れているだけのような印象を与える。
父に対する答えはより一層不明瞭である:"Notproudyouhave,butthankfillthatyou
have./Proudcanlneverbeofwhatlhate,/Butthankfillevenfbrhatethatismeant
love"(3.5.146-48).Parisが"averyflower"(1.3.78)であるのに対してRomeoは今や
Capulet家の宿敵の息子であるにとどまらずLadyCapuletの甥殺しであるのだから
JulietがRomeoとの結婚を告白するのに多大の勇気が必要とされることは言うまでもな
い。なるほどParisはJulietに直に求婚して承諾を得たわけではないし、結婚の日取りが
急なのも不自然である。それらを認めた上で既に決定が下され数日後に迫っている結婚を
阻止するにはJulietの答えはあまりにも要領を得ず力不足である。"Goodfather,I
beseechyouonmyknees./Hearmewithpatiencebuttospeakaword''(3.5.158-5功と言
うときにJulietはRomeoとの結婚を告白しようとしたがCapuletの剣幕に押し切られて
告白するチャンスを奪われたのかもしれない:;GYouaretoblame,mylord,torateher
so"(3.5.169);"Youaretoohot''(3.5.175).Julietの意思に反してParisとの結婚を強要する
Capuletが暴君的に見えることは否めない：
Andyoubeminel'llgiveyoutomyfriend;
Andyoubenot,hang!Beg!Starve!Dieinthestreets!
Forbymysoull'llne'eracknowledgethee,
Norwhatismineshallneverdotheegood.
(3.5.191-94）
しかしCapuletの脅しをROmeoanaeﾉizZietと多くの共通点を持つAj血*"mmez'八睦力鮒
Dz℃a"2のEgeusの台詞と比べるとCapuletの脅しは温情的である：
Assheismine,Imaydisposeofher;
Whichshallbeeithertothisgentleman,
Ortoherdeath,accordingtoourlaw
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Immediatelyprovidedinthatcase.(Aj血*LImmez･八贈力歯Dr℃aml.1.42-45)
なるほどCapuletのGChanご'や"Starve"や"Dieinthestreets"もJulietに死を突きつけ
る言葉である。しかしそれはEgeusのような法による積極的な死を求めるものではなく
Capuletが庇護を拒否することによってJulietにもたらされるであろう消極的なものにす
ぎないからである。自殺は神の意思に背く罪である(Robertsl9)が親に勘当されて生計を
立てる術を失った結果もたらされる死なら罪にはならない。換言するならば両親の庇護を
求めず、死を賭して生きる覚悟があればJulietはParisとの結婚を拒否することができる
のである。A』伽*umm〃八贈"歯DZFa"2の中でHermiaはLysanderとの愛を貫くため
に駆け落ちする。同様に伽eZWoGe舵た"zenof'1ﾉEm"aの中ではJuliaは変装して
Proteusを探す旅に出るしSylviaも喜んでValentineと駆け落ちする(mngsley-Smith
146)oこれらの喜劇の主人公たちと異なりJulietは両親との絶縁を恐れているように思わ
れる。
3.5より鮮明になるJulietの選択の回避
Romeoへの愛を取るか両親の庇護を取るかについてのJulietの選択の回避がより鮮明
になるのは4幕1場のFriarLawrenceの庵で交わされるParisとJulietの会話である：
Paris:Happilymet,myladyandmywife.
Juliet:Thatmaybe,Sir,whenlmaybeawifも．
Paris:Thatmaybe,mustbe,love,onThursdaynext.
Juliet:Whatmustbe,shallbe.(4.1.18-21)
劇の初めのCapulet邸の宴会はeJulietとParisの見合いの場になることが意図されていた
が、宴会でJulietがParisに求婚された形跡はない。だから両親からParisとの結婚が決
まったことを告げられた時に求婚もされていないのに結婚するのは不自然だというJuliet
の異議申し立ては正当であり、FriarLawrenceもParisにその点に関して警告している：
"Yousayyoudonotknowthelady'smind./Unevenisthecourse,Ilikeitnot''(4.1.4-5)6
しかし偶然の出会いを利用した会話にすぎないにしてもここではParisは明確に結婚を前
提としてJulietに話しかけているのである。なるほどJulietは結婚を了解しているとは言
わない。しかし"Thatmaybesir,whenlmaybeawife"はParisの妻になる可能性を否
定するものではないし4"WhatmUstbe,shallbe"は不承不承ではあるがParisとの結婚を
承諾したと解釈されうる。もしJulietがParisに面と向かって「あんたなんか嫌いだ、あ
んたと結婚するくらいならRomeoと結婚した方がマシだ」と叫んでいたならParisとの
縁談は破談になったであろう。
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Parisが退場するとJulietはParisと結婚するくらいなら自殺すると言ってFriar
Lawrenceに救済策を迫り、仮死状態を引き起こす薬を飲んで急場を凌ぐという姑息な手
段を引き出す。毒薬かも知れない薬を飲んで納骨堂に埋葬されることが多大の勇気を必要
とすることは言うまでもない｡秘密結婚とは言えRomeoとJulietはFriarLawrence立会
いの下で式を挙げたのだから本来ならParisとの重婚を防ぐ、ためにはFriarがJulietと
Romeoの結婚をJulietの両親並びにParisに証明するべきである｡それなのにそれを怠っ
ていかがわしい手段を薦めるのは聖職者としての職責を放棄する行為であるように思われ
る(Hermanl55,Kriegell71他)。これらの点を認めたうえでJulietにも両親の愛情を断
ち切ってまでRomeoの愛を選択する覚悟ができていなかったことは否定できない。Friar
Lawrenceは劇の終わりでも弱さを露呈する。想定外の事態が起こり彼の計画が失敗して
Parisが殺されRomeoも自殺し事件の捜査の手が伸びていることを知った時にFriar
LawrenceはJulietを一人残して墓から逃げるのである。しかしそれでも劇の終わりで逃
げ切れないことを悟った時には彼が事件の最大の責任者であることを認めて事件の経緯を
語り、厳罰を受ける覚悟を示す。もしFriarLawrenceの庵でParisがJulietに話しかけ
た時にJulietがFriarLawrenceに彼女がすでにRomeoと結婚していることを証明してほ
しいと迫っていたなら彼は聖職者としての責任を引き受けたであろうからだ。
4.Julietの成長
4.1Nurseとの決別
上述したようにRomeoとJulietが悲劇的結末を迎えることの責任の一端はJulietの両
親との対立の回避にある。とは言えJulietは悲劇的運命を歩む過程で徐々に依存から脱却
し最後には独立した一個の人間として自らの人生に決着をつける。
劇の初めでJulietは両親にParisとの結婚が期待されていることを知りながら宿敵の跡
取り息子であることを承知の上でRomeoと結婚する。しかしParisとの縁談の進行中止
も申し入れなければRomeoとの結婚も打ち明けないことによって両親との対立を避け結
婚後も両親の庇護を享受し続ける。それどころかJulietは両親の意向に反する結婚をする
ときにもCapuletの娘としての特権を利用する。JulietはNurseをRomeoのもとに送っ
て彼の結婚の意思の有無を確認するのである。さらには追放を宣告されたRomeoとJuliet
の最後の逢瀬のお膳立てをするのもNurseである。しかしやがてNurseの力もJulietの
苦境を救う役に立たなくなる時が来る。両親からParisとの結婚の決定を告げられた時に
Julietは初めて両親に抵抗するが彼女の主張は聞き入れられるどころかCapuletの激しい
怒りを買うだけである｡Nurseの取り成しの試みも全く功を奏さずJulietはCapuletから
Parisと結婚するか勘当かの選択を申し渡される。そこでJulietは母に取り成しをお願い
する。しかし母もJulietの味方になってくれない。Julietは次にNurseに慰めを求める。
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NurseはJulietにRomeoは追放の身で死んだも同然であるからRomeoを捨ててParis
と結婚することを薦める。Julietが苦しんでいるのは彼女がRomeoを心から愛しRomeo
を裏切ることは考えられないからである。JulietにとってNurseは親にも明かすことので
きない心の底の思い、すなはちRomeoとの恋を打ち明けるだけでなく、恋の使いとして
積極的に利用できる存在でもあった。Julietが一目惚れした相手の名前を聞き出すことか
らRomeoとJulietの最後の逢引のお膳立てに至るまでNurseはRomeoとJulietの恋に
欠くことのできない存在である。それどころかJulietの使いでNurseがRomeoに結婚の
意思を聞かなければそもそもRomeoとJulietの結婚は成立しなかったであろう。Nurse
はまさにJulietの右腕だったのである。しかしNurseがRomeoを捨てることを提案した
以上Nurseに頼ってもRomeoに忠実である道を模索する役には立たないことを知り、
JulietはNurseと快を分かつ決意をする。Nurseの薦めが本心からのものであることを確
かめると－"Andfrommysoultoo,elsebeshrewthemboth''(3.5.227)－すかさず
"Amen"(3.5.228)と言うしNurseが退場すると"Ancientdamnation!Omostwicked
fiend"(3.5.235)と毒づき"Thouandmybosomhencefbrthshallbetwain"(3.5.240)と言う。
とは言えこの時点でJulietは両親やNurseに対する依存心を完全に断ち切っているわけ
ではない。もし両親の勘当を恐れないほど依存心を断ち切っているならNurseと挟を分か
つ決心をした時にParisと結婚するくらいならこんな家出てやるとタンカを切ればよいか
らである。しかしJulietはNurseのアドバイスは大いに慰めになった、父を怒らせて申
し訳なかったと思うので告解するためにFriarLawrenceの所に行くと嘘をつくのである。
両親との対立を避けることによってもう一度家に戻ってこられる可能性を残すのである。
4.2FriarLawrenceの計画を実行するJuliet
FriarLawrenceにParisとの結婚を避ける術を迫る時にJulietは貞淑な妻として生き
ていくためなら命じられれば塔の狭間から飛び降りるし、追剥が出る道を歩くし、クマと
一緒に鎖で繋がれてもよいし、納骨堂で一夜を過ごしたり死人と一緒に経帷子にくるまっ
て隠れることも厭わないと言う。Julietの言葉が本心から出たものであることは彼女の台
詞の後半を地で行くことを必要とするFriarLawrenceの提案、すなはち仮死状態を引き
起こす薬を飲みCapulet家の墓所に埋葬されそこでRomeoの到着を待ち二人でMantua
に行くことを聞いたときにFriarLawrenceから薬を受け取ることに檮曙しないことによ
って示唆される。しかしParisとの結婚を避けるために厭わない行為としてJulietが挙げ
る交換条件の中に両親との対立が入っていないことは看過できない。両親との対立も厭わ
ないのであれば直前のParisとの会話の際にRomeoと結婚していることを告げれば済む
からである。Julietが最後まで隠しているからParisはJulietとの結婚を信じてFriar
Lawrenceの庵を出て行くのである:"Juliet,onThursdayearlywilllrouseye;/Tillthen,
adieu,andkeepthisholykiss"(4.1.42-43).FriarLawrenceの計画は博打であるがそれで
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もJulietがその計画に乗ったのはFriarLawrenceの計画が親との対立を要求しない、む
しろ親に従順な娘として振る舞うように指示するものだったからではないか:"Gohome,
bemerry,giveconsent/TomarryParis''(4.1.89-90).3幕3場で追放を宣告された
Romeoを励ます時にFriarLawrenceは時宜を見て結婚を公表し大公の許しも得てRomeo
を呼び戻す計画を述べた。両親との対立を避ければやがて頃合を見計らってFriar
Lawrenceが､Julietが本当は生きていてRomeoと結婚してMantuaにいることを公表し
て両家の祝福の内に二人を呼び戻してくれる可能性があると思ったと考えるのは強引な推
測だろうか｡FriarLawrenceの指示に従って改心した従順な娘を演じることが父を喜ばせ
て結婚式の日にちをさらに一日早まらせ結果としてFriarLawrenceの計画の破綻に貢献
することは皮肉である。
成否が定かでないFriarの作戦を実行するのは多大の勇気を必要とする｡JulietはLady
CapuletとNurseを下がらせた後で怖くなり彼女を呼び戻して慰めてもらいたいと思う。
他者に知られては実行できないことに気付き呼び戻すことを思いとどまるものの恐ろしい
想像が次々にJulietを震う。FriarLawrenceから手渡された薬が毒薬である可能性や
Romeoが救い出しに来てくれる前に目覚めて健全な空気が入らない納骨堂の中で窒息し
たり身の毛もよだつ存在に取り囲まれて発狂する想像にさいなまれるのである。Julietは
潭身の力を振り絞って恐怖心を振り捨てる。恋の使いも、最後の逢瀬のお膳立てもNurse
が引き受けてくれた。心の内でNurseと決別した時もその決意を胸に秘めておくことでい
ざというときにはNurseに頼れる余地を残しておいた。しかし劇薬を飲むときにJuliet
はFriarLawrenceを信じて初めてNurseの助けを借りずに独力で大仕事をするのである。
4.3FriarLawrenceから独立するJuliet
納骨堂の中で目を覚ましたJulietはFriarLawrenceの計画が失敗してRomeoが死んで
しまったことを知らされる。見張りの者が近づいているから一緒に逃げよう、修道院に入
れる手続きをするから今後の生活の保障はすると言われてもJUlietはもはやFriar
Lawrenceの言葉に従わない。彼女はFriarを去らせ－人納骨堂に残る。FriarLawrenCe
から渡された薬を飲むときも一人であったがその時はまだFriarへの信頼が彼女を支えて
いた。薬を飲む前にもRomeoが救い出しに来てくれる前に目覚めて死と疫病に汚染され
た不潔な空気で窒息したり身の毛もよだつ存在に取り囲まれて発狂する恐怖にさいなまれ
た。しかしその時の恐怖はあくまで想像上の恐怖にとどまり実際には彼女はCapulet家の
自分の部屋の中にいてNurSeも母も呼べばすぐに来てくれる状態にあった。しかし彼女は
今や文字通り納骨堂の不潔な空気の中にいて頼みの綱のRomeoは遅れて来るどころか死
んでしまっているのである。FriarLawrenceしか頼れる人がいない状況下でJulietは
Friarを切る。3幕5場でNurseと別の道を歩むことを決意した時にはその決意を胸の内
に秘めておくことによっていざというときにはNurseに頼れる余地を残しておいた。しか
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し納骨堂の中でJulietははっきり口に出してFriarLawrenceの誘いを断ることによって
自らを後戻りできない状態に追いやっているのである:"Go,gettheehence,fbrIwillnot
away"(5.3.160).
FriarLawrenceが去った後で納骨堂に－人残ったJulietはRomeoの手に握られている
杯からRomeoが毒杯をあおって死んだことを知る。JulietはRomeoが飲み残した毒で後
追いしようとするが毒は一滴たりとも残っていないことに気付き"Ochurl,Drunkall,
andleftnofriendlydrop/Tohelpmeafter?"(5.3.163-64)と言う。Julietがしようとする
行為は自殺である。しかし行為の禍々しさに反して彼女が口にする60churl"は恋人に甘え、
恋人の意地悪に鋤ねて口を尖らせるときに使う言葉である。そしてFriarLawrenceから
手渡された薬を飲む前にその薬が毒薬である可能性に脅えていたのと対照的に毒薬を
"fiFiendly''という形容詞で修飾する｡杯の中には残っていなくても唇についた毒で死ねるか
もしれないと言ってRomeoの唇にキスをする。166行目の$Gdie''は「命を失う」という意
味で用いられる。しかし"churl''とい.う語の後で口にされる"kiss''(5.3.164)は自殺の手段
としてRomeoの唇に残された毒を吸うための行為というよりもむしろ性行為の前戯とし
ての愛撫である。このように性的ニュアンスを大いに帯びた文脈の中で用いられる166行
目の"die"は生命の終焉としての一義的な意味の他に性的な6@ecstasy''の意味も帯びる。
Julietは劇の中で何度も"die"またはそれと関係のある言葉を口にしてきた。劇の初め
でRomeoと恋に落ちたがまだRomeoの名前すら知らないときに"die"の縁語である
GGgrave''を用いて次のように言う:"Ifhebemarried,/Mygzaveisliketobemywedding
bed''(1.5.133-34,myemphasis).Parisとの結婚を回避するための策を求めてFriar
Lawrenceを訪問するときにもJulietは"die"を口にする:"I'lltotheFriartoknowhis
remedy,/Ifallelsefail,mySelfhavepowerto(fig'(3.5.241-42,myemphasis).Friarに方
策を迫る時にも"die"という語を用いる:"Ilongto(fidlfwhatthouspeak'stspeaknot
ofremedy”（4.1.66.67,myemphasis)．またこれに先立つ台詞の中では"die"という語は
用いていないが繰り返し自殺に言及する:"withthisknifel'llhelpitpresently"(4.1.54);
G6thisshallslaythemboth''(4.1.59);"'Twixtmyextremesandmethisbloodyknife/
Shallplaytheumpire"(4.1.62･63).さらにはFriarLawrenceに手渡された薬を飲む前に
も自殺をほのめかす:"Thisshallfbrbidit''(4.3.23).しかしこれらの死への言及は5幕3
場で納骨堂に一人残った時の死の言及とは決定的に異なる。5幕3場以前は最悪の事態、
すなはちParisとの結婚を避けるための最後の手段が自殺であった。しかし5幕3場では
Parisも死んでしまっているのでもはやParisとの結婚を避ける手段にはなりえない：
"ThyhusbandinthybosomtherelieSdead,/Ana勘画怠加グ'(5.3.154-55myemphasis).
JulietのRomeoへの愛は純粋で誠実なものである反面､Julietの心の内には両親の庇護を
完全に断つことの恐怖も潜んでいた。それゆえ両親に対するRomeoとの結婚の告白を先
送りにしてきたし心の内でNurseと歩みを同じくしないことを決めた時でも決定的に対
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立することを避けてきた。
しかし納骨堂の中でRomeoの後追いをしようとするときにはもはやCapuletの庇護下
に戻りたい願望もFriarLawrenceに対する依頼心も断ち切っている。依頼心を断ち切っ
た時にJulietにとっての死は重婚を回避するための最後の手段としての消極的なものから
Romeoと結ばれるための、望ましい積極的な手段に転ずる。だから死をもたらす毒薬が
"friendly"で"restorative"なのである。心が固まったJulietは物音が聞こえてももはや逃
げない。むしろRomeoの後追いを邪魔されないために自ら短剣を突き刺し死ぬ:@GO
happydagger.Thisisthysheath.Thererust,andletmedie''(5.3.168-69).$6dagger''
は男根を象徴する（イメー ジシンボル事典、"dagger''1)。よってここでの"die"は一義
的には"Toloselifb,ceasetolive,sufferdeath;toexpire"(OED,1．a)であるが、それと同
時に$6Toexperienceasexualorgasm''(OED,7d)という意味も隠されている。同様に
"happy''も"Comingorhappeningbychance;fbrtuitous;chace''(OED,1)という意味と
"Havingafeelingofgreatpleasureorcontentofmind,arisingfromsatisfactionwith
one'scircumstancesofgreatpleasureorcontentofmind,arisingfromsatisfactionwith
one'scircumstancesorcondition''(OED,4a)両方の意味を帯びている。"dagger"が
"happy"なのはたまたまJulietの手元にあったので自殺の手段として使えるからであると
同時にJulietとRomeoを結び付けてくれるものだからである。
後朝の別れの時にJulietが予感したようにRomeoとJulietが生きている間に再び出会
うことはなかった。RomeoとJulietの結末が死であることに観客は憐燗を覚える。しか
しJulietの死は単なる敗北ではない。短剣による自殺はそれに先立つ、新妻が夫に甘えて
口を尖らす言葉である"churl''や性的前戯である"lrisfの文脈の中で性的ニュアンスを帯
びる。Julietが自分にRomeoの短剣を突き刺すことは性交を象徴する。生きていた時に
はRomeoとJulietの間には両家の怨恨が横たわっていた。Romeoとの恋に落ちた晩に
Julietは"Denythyfatherandrefilsethyname./Orifthouwiltnot,bebutswornmy
love/Andl'llnolongerbeaCapulet''(2.2.34-36)と言った。だが実際には彼女の言葉に反
してJulietは結婚後もCapuletであるのをやめること－Capuletの庇護を捨てること－は
できなかった。二度とCapuletの庇護下に戻れないことを承知の上で自らに短剣を突き刺
す時にJulietは二人を隔てていた怨恨を超越する(Leggatt335,McAlindon63他)。この
世的な尺度からすればRomeoとJulietの死は彼らが両家の怨恨の犠牲になったことを意
味する。しかし死と引き換えにJulietがRomeoと結ばれることはJulietは二人を引き裂
いていた両家の怨恨の勝利者としてecstasyの内に死ぬことをも意味する。
5．結び
Mmeoa"deﾉizZietについての一般的な解釈はRomeoとJulietの悲劇的結末がCapulet
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とMontague両家の確執や偶然にもたらされるというものである。主人公の行動と悲劇的
結末との関わりについては未熟さからくる性急さやRomeoのTybalt殺しについての論考
は存在するがJulietの行動と悲劇的結末の関係性についてはほとんど考慮されてこなかっ
た。結婚を提案するのも仮死状態を引き起こす薬を飲んで納骨堂に埋葬される危険を冒す
のも毒杯をあおるよりもはるかに壮絶な短剣自殺を決行するのもJulietであるからJuliet
は行動力旺盛な女性だと考えられてきた。しかし彼女の行動を子細に検討すると旺盛な行
動力と裏腹に彼女は両親との対立を回避することがわかる。その回避がJulietにParisの
求婚辞退の返事を遅らせ、その結果Julietが知らぬ間に縁談は急展開して結婚式の日取り
と場所まで決められてしまう。JulietはParisとの結婚を阻止しようとするがRomeoとす
でに結婚していることを告白する勇気は持たないので彼女の抵抗はCapuletの家父長とし
ての権威の前で無力である。両親との対立を避けたJulietはFriarLawrenceを頼るが彼
の計画は失敗に終わる。その時初めてJulietは他者を当てにせず自らの責任において人生
を選択する。もはやJulietは回避や先送りをしようとはしない。夜警の足音を聞いたとき
に彼女はすぐさま自らに短剣を突き刺しおそらくはRomeoの死体の上に整れる。死と引
き換えにRomeoと結ばれるからJulietの死は単なる敗北ではなくてJulietはRomeoと
の愛を引き裂いていた両家の怨恨に対する勝利者としてecstasyの内に死ぬと言えよう。
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